
取扱説明書

この度は弊社製品をお買い求めいただきましてありがとうございます。ご使用の前に
本書（取扱説明書）をよく読み、製品を安全にお使いください。

コンパクトカサケースIMP423

※この取扱説明書については、予告なしに変更することがあります。
※製品改良のため、予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。
※記載されている写真およびイラストは、全てイメージです。
※記載されている商品名及び社名は各社の商標または登録商標です。

〒134-0092  東京都江戸川区一之江町3000番地

https://www.seiwa-c.co.jp

株式会社

製品に関するお問い合わせは

0570(039)710
受付時間/AM10:00～PM5:30 月～金曜日（祝日休業）
〒273-0016  千葉県船橋市潮見町６－１

取り付ける前に

取り付け方法

使用方法

本製品の構成

●走行中の運転者による本製品の使用は大変危険ですので、絶対におやめください。
●本製品の改造、分解、後加工は絶対しないでください。破損等の原因になります。
●本製品の取り付け、ご使用が困難な場合、また運転操作の妨げやエアバッグ作動時に影響があると思われる場合は取り付けをお
やめください。

ご使用の前に必ずお読みください

警 

告

注  

意

●本製品は完全防水仕様ではございません。水受けキャップに溜まった雨水はこまめに捨ててください。
●使用される前に本製品が確実に取り付けられていることを確認してください。
●走行中の振動・急発進・急停車などの衝撃で本製品に収納された傘が落下するおそれがあります。
●ヘッドレスト以外でのご使用はおやめください。
●チャイルドシート、ジュニアシート正面のヘッドレストへの取り付けはおやめください。
●極端な強さで傘を入れた場合、底面が破損するおそれがあります。ケース本体は伸ばした状態でご使用ください。畳んだ状
態で傘を差し込んで使用しないでください。
●水が溜まった状態で本製品を畳まないでください。
●長時間直射日光の当たる場所でご使用した場合表面が多少変色したり、日焼けによる取り付け跡が残る場合があります。
●上記警告・注意に従われない場合等、誤ったご使用をされた際の事故、破損等につきましては、当社では一切その責任は負い
かねます。

●使用される前に本製品が確実に取り付けされていることをご確認ください。
●運転中のカサの出し入れ、本製品の取り付け、取り外しはしないでください。

●フックの取り付け穴に本体背面の固定部を通してカチッという音がするまで下げてください。（図1）
●ヘッドレストのシャフト部にフックを引っかけてください。（図2）
●ヒモ通しにふらつき防止ヒモを通し本体を固定し、プッシュストッパーでふらつき防止ヒモの長さを調節してください。
（図3）
※フック穴の位置はシート形状に合わせて引っかける位置を変えてください。

●本体を最後まで伸ばしてから傘を差し込みます。
※極端な強さで傘を入れた場合、底面が破損するおそれがあります。

●本体を持って水受けキャップを下から押し上げてパイプ部を畳み、水受けキャップと一番上のパイプをカチッとロックさ
せてください。（図4）
※本体をフックから外し、ドアポケットに収納することができます。

■不使用時

●車内から本体を取り外して、水受けキャップを左回りに回してください。中で溜まった水を外で捨ててください。（図5）
※本製品は完全防水仕様ではございません。水受けキャップに溜まった雨水はこまめに捨ててください。
＜連続して使用される場合＞
●水が１番下のパイプを超える前に必ず水抜きを行ってください。超えた場合、水が漏れ車内を汚すおそれがあります。
水抜きが終わりましたら、水受けキャップをしっかりと閉めてください。（図6）

■水抜き
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